
中経連

中央日本エリアの魅力ある観光地域づくり
に向けた連携協定の締結

４月19日（火）、（一社）中央日本総合観光機構
（代表理事：水野中経連会長）は、中央日本エリア
（中部北陸９県）の魅力ある観光地域づくりに向け、
交通経路検索サービスなどを展開する（株）ナビ
タイムジャパンと「連携事業の実施に関する協定」
を締結した。
本協定は、デジタル技術を活用した中央日本エ

リアへのさらなる誘客、広域周遊観光の促進、ＩＴに
精通した観光人材の育成を促進することを目的と
している。調印式では、水野代表理事が「高い技術
力と知見を有する同社と長期的な視点で観光ＤＸ
を推進し、その成果を地域へ還元していきたい」と
挨拶した。調印式後の記者説明会では、両者が開
発中の２つのシステムに高い関心が寄せられた。
＜開発中のシステム概要＞
●ＣＰＰ（コンテンツ・パッケージ・プラットフォーム）：
旅行者が自由に旅程を作成し、コンテンツの予約
から決済までを一気通貫で行えるＷＥＢ予約
システム。今年７月よりサービス開始。

●ＤＭＰ（データ・マネジメント・プラットフォーム）：
観光に関するあらゆるデータを蓄積、分析し、
行政や自治体などにおける最適な観光施策立案
や意思決定をサポートするデータ分析基盤。

（企画部　小早川 健吾）

定例記者会見

５月19日（木）、中経連
は総合政策会議終了後、
水野会長の定例記者会
見を行った。
はじめに、水野会長は、
明治用水頭首工で発生
した大規模な漏水により
社会経済に影響が出ていることを指摘し、「長期化
すれば影響はさらに広範囲にわたる可能性があり
懸念している。早期の復旧と原因究明をお願いし
たい。中経連はかねてより工業用水の耐震化や老
朽化更新の加速などについて要望してきている
が、他の工業用水も含めた設備の健全性の確認や
事前対策の徹底などに早期に取り組んでいただけ
るよう改めて要望していきたい」と述べた。
次に、中経連の役員人事について、新副会長に

（株）三菱ＵＦＪ銀行副頭取執行役員の高原一郎氏、
新専務理事に増田義則氏、新常務理事事務局長
に宮本文武氏を候補者に内定したことを公表し
た。水野会長は、「新体制でも一丸となって、中部
圏の地域力の向上に取り組んでいく」と３期目への
抱負を述べた。
最後に、ナゴヤ イノベーターズ ガレージの拡

張について、新エリアの正式名称を「Nagoya 
Innovator’s Garage Annex」とし、開設から
３年の節目となる７月８日にオープンする考えを示
した。また、「ワイワイガヤガヤ」をコンセプトに、生
活感や雑多さを意識した「たまり場」のような空間
デザインとしたことや、名古屋市と連携し、メンター
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や先輩起業家による支援を一層充実していく方
針を紹介した。水野会長は、「スタートアップや企
業の新規事業開発者、学生、メンターなどによる
コミュニティの形成や、ビジネスプランのブラッシュ
アップの一助となることを期待している」と述べた。

（総務部　古田 雄也）

駐名古屋トルコ総領事 表敬訪問

５月23日（月）、在名古屋トルコ総領事館の
ウムット・リュトフィ・オズテュルク総領事が中経連
を訪れ、水野会長以下幹部と懇談した。主な発言
は以下のとおり。
オズテュルク総領事
日本とトルコは、1890年のトルコ軍艦エルトゥー
ルル号遭難事件以来、歴史的に深い友好関係に
ある。2013年には「戦略的パートナーシップ構築
に関する共同宣言」が署名され、両国の協力関係
はさらに深まり、今後の進展にも期待している。
トルコに進出する日本企業約200社のうち、約
20社が製造業を中心とする愛知県の企業となっ
ている。情勢が不安定とされる「アジア・中東・ヨー
ロッパの結節地域」において、トルコは政治・経済
ともに安定しており、信頼性が高く、地政学的利点

を生かした投資に最適な国家でもある。中部企業
からの投資に対しても是非協力させていただきたい。
また、文化交流としてトルコ料理講座なども開催し
ており、経済・文化、両面において中部圏との交流
を一層進めていきたい。
水野会長
現在、在日トルコ人（約6,000人）のうち約1,600人

が愛知県で暮らしており、当地域との関係は深い。
今後、両国の経済発展に向けてさまざまなテーマ
で協力していきたい。
約20年前に、アンカラとイスタンブールを訪れた

際、政府上層部などで多くの女性が活躍している
のが印象的だった。日本は諸外国に比べ女性の活
躍が遅れているので、参考にさせていただくことも
多いと思う。また、街並みは美しく、料理も美味し
かった。互いに協力して文化面においても交流の
輪を広げていければと思っている。

（国際部　平山 りえ）
 

中経連　2022.7・86 中経連　2022.7・8 7

会員入会のお知らせ

■アクセンチュア株式会社
［登録者］マネジング・ディレクター　渡邉　嘉英
［所在地］東京都港区赤坂一丁目8-1 赤坂インターシティＡＩＲ　［TEL］03〈3588〉3000

■株式会社ユピテル
［登録者］中部ブロック統括ゼネラルマネージャー　服部　智裕
［所在地］名古屋市名東区本郷二丁目182番 スカイアークビル　［TEL］052〈773〉3400

５月19日（木）開催の総合政策会議において承認された新入会員をご紹介いたします。


